



「犬」の初出本文は当時和辻哲郎が編集を務めた岩波書店の『思想』第七号（大正十一年四月一日発行）に掲載された。但し題名の下に「 （未定稿） 」との記載がある。初版としては、 「島守」を巻頭に掲載し『犬』として岩波書店より大正十三年五月十日発行されている。角川書店発行全集（以下、角川版全集と省略）と岩波書店発行全


















































































































































































































































































































































































































































猫が行う「蟷螂狩り」 「蝉取と云ふ運動」 （ 「鼠狩り」 ）
娘の経験 …異教徒からの性暴力・主人からの虐使・僧からの性暴力娘犬 僧犬からの性暴力、四匹 子犬の死僧の経験……異教徒 迫害 異教徒への復讐・娘へ 性暴力僧犬 への性暴力・娘犬から噛み殺される
⑦主人公の最後
溺死（ 「南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏」と唱えながらの 大往生」 ）
僧犬…噛殺娘……元の人間の姿に戻るが裂け 大地 奈落へ落ちる（湿婆神への祈り 結果）
⑧権力者
実業家・男爵・軍人















の「征服者」サルタン・マーム ドの軍隊が印度 侵入し、現地人「偶像崇拝者」の文化を破壊していったという大きな暴力が描かれる。その過程で「征服者」である回教徒の青年士官から「現地人」の娘が強姦されるという事件が物語の発端にある。娘 宿 た胎児






























































































燈明の光がこちらから半裸の半面を照らしてふんわりした輪廓を空に画いてゐる。しつかりと肉づいてのびのびした身体が屈んだり伸びたりする。むりむりし 筋肉が尺嚄のやうに屈伸する。彼はその一挙一動、あ ゆる部分 あらゆる形、あらゆる運動をひとつも見逃すまいとする。娘はつつましく膝をとぢ、跪いてじつと神像を見つめたのち、祈願の言葉を小声にくりかへしながら上体をまげて、両昿と額を地につけて敬虔に平伏する。うなじか 背筋へかけ 強 弓のやうに撓んで、 や鋭い角をなしたゐしきがふたつ並んだ踵からわづか なれる 娘は起きあがる。顔 美しく上気し ゐる。今度は た膝をふみ出し左手を土について身を支へながら、及び腰に右手をのばして神像に浄水 ふりかける。丸丸した長い腕、くぼんだ胘、肉のもりあがつた肩、甘い果のやうに くらんだ乳房、水水しい股や脛、きゆつと括れた豊か 臀……その色と、光沢と あゆる曲線と それは日々生気と芳醇を野の日光 草木の薫吸ひとつて蒸すやうな匂をはなつ一匹 香麞 やうに見える。　
燈明が消えかかつたので娘はかたよせた着物をとつてぐるぐ
ると身につけはじめた。韻律正しい詩がこはれ 平板な散文になつた。彼は非常な努力をもつてそこをは れ 。
岩波書店版『中勘助全集』第二巻（昭和六十四年十一月二十一日刊）
娘が全裸で祈る姿を僧が覗く場面だが、煽情的というよりも美し
























































　「 銀の匙』風俗図譜」 『 「銀 匙 考』翰林書房、平成四年五月
⑻
　「 『猫』の文体序論」 『国文学
　
解釈と鑑賞』四十四巻七号、昭和五十
四年六月
